
　　　　　　数学科学習指導案 　　    　　　
	日時
	平成１７年６月１４日（火）
	指導者
	亀　山　弘

	指導クラス
	１年５，６組
	場所
	北舎３F西　第4講義室

	単元名
	2章 方程式と不等式

2節　２次方程式
	使用教材
	B4,B5,A4規格等の紙

	教材観
	ただ単に2次方程式があるから解けるようにするのではなく、２次方程式を解くことの意味や重要性を理解させながら、２次方程式を解けるように指導したい。つまり、身近で具体的な事例の中に2次方程式が出てくることを知り、その問題解決のために２次方程式の解法を習得させるようにする。

また、２次方程式の解の公式を導き、それを用いて能率的・形式的に解を求めることができるように練習するとともに、身近な事象を数理的に考察し数式化しながら２次方程式を解き、課題解決ができるような力を身につけさせたい。

	クラス観
	１年生５組と６組の合併クラスである。どちらも、四年制大学への進学を希望している生徒達ではない。中学生の時は数学が苦手で好きでないという生徒は多いが、簡単な計算をする力は持っているし、学習には真面目に取り組むことはできる。

	指導観
	本時では、身近にある最も親しみやすい図形である長方形の中に、バランスのとれた「白銀比」や「黄金比」があることを知り、その比の値を求めるためには2次方程式を解かなければならないことに気付かせたい。

　さらに、相似比に着目して関係式を作成することができるかどうか。また、方程式を解くことができるかどうかを考えさせることによって、数学的な見方や考え方、表現・処理の授業評価をしていきたい。

	単元の目標
	1. 不等式の性質を理解し、１次不等式の解法を習得する。

2. ２次方程式の解の公式を理解し、その活用方法を習得する。また、２次方程式の解の個数を調べることができるようになる。

3. １次不等式や２次方程式を活用して、いろいろな問題を解決できるようになる。
	本時の
位置
	４ ／12

	本時の目標 
	身近にある長方形にバランスのとれた美しさがあることを理解する。また、その長方形の縦横の長さの比の値を求めるのに、２次方程式を解く必要があることを知り、２次方程式の重要性を実感する。

	評価規準
(観点別に記述)
	意欲的に課題に取り組もうとする。（関心・意欲・態度）

長方形の縦と横の長さを比較し、違いを考察することができる。

（数学的な見方や考え方）

与えられた課題から、数式を用いて関係式を導くことができる。（表現・処理）

既習事項を利用して、２次方程式を解くことができる。（知識・理解）  

	　　　　　　　　　　　　　　　　　本　時　の　展　開

	過程
時間
	学習項目(指導のねらい)
	   　　　学　習　活　動

（□：指示・説明、○：発問・活動）
	指導上の留意点・観点別評価

（⇒：評価方法）

	導
入
５分
	身近な素材を用いた興味付けの場面

３種類の紙が数学に関係するのだろうかとこれからの授業に好奇心を持たせる。
	□３種類の長方形の紙があります。これらの長方形の縦と横の長さは規格で決められています。
○身近に同じ大きさの長方形がありますか。

・教科書やノートの大きさと比較する。

○この３種類の紙の大きさを比較して気が付くことを書き出してみよう。

　　・それぞれ相似な長方形

・縦と横の比が一定

・B5の横はB4の縦と同じ

・B5はB4の半分の大きさ
	・３種類の紙を配布


⇒ある程度書き出された生徒に発表させる。

	展
開
15

分

25

分
	数学化の場面

相似な長方形に目を付け、ｘを用いて相似比の式を作成する。

数学的考察・処理の場面

　相似比の式を解き、ｘの値を求める。

数学化の場面

相似な長方形に目を付け、ｘを用いて相似比の式を作成する。

数学的考察・処理の場面

　相似比の式を解き、ｘの値を求める。


	＜課題１＞


○縦１で横ｘとして、ｘを求めるにはどうしたらよいだろうか。
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□生徒の発表を通して、ｘの値を確認する。
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よって、
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□この
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の比のことをバランスのとれた比ということで白銀比（シルバー比）といいます。
□もっとバランスのとれた美しい比として、古代ギリシャ時代から大切にされた比が黄金比（ゴールド比）です。
○その黄金比でできた長方形があります。黄金比とはどのような比でしょうか。

＜課題２＞

○縦１で横ｘとして、ｘを求めるにはどうしたらよいだろうか。

　　　　　　 ｘ
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　　　　　 1　　ｘ-1

□生徒の発表を通して、関係式を確認する。
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○この２次方程式を解くにはどうしたらよいだろうか。
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	・B4とB5の紙を重ねて貼る。

・相似比に着目させる。

⇒机間巡視により、生徒の取組みを観察する。

・ｘについて２次方程式を解いていることに気付かせる。

・黄金長方形の紙を配布

⇒知っている生徒がいたら説明させる。

・黄金比の定義を補足説明

・相似比に着目させる。

⇒机間巡視により、生徒の取組みを観察する。

・ｘについて２次方程式である

⇒できた生徒がいたら発表させる。

・解き方がわかりやく説明できるよう式の途中で補足する。

	ま
と
め
５分
	振り返りと次回学習の予定場面
	□身近な黄金比の事例を紹介する。
・パルテノン神殿

・アンモナイト貝のうずまき

・ひまわりの種の並び方

・彫刻の身体と手足のバランス

□黄金比の２次方程式の解法を確認する。次回は、2次方程式が常に解けるような一般的な解法をまとめる。
	・２次方程式の解の公式


紙の規格


B5　182×257mm


B4　257×364mm


A4　210×297mm








この３種類の長方形の縦と横の辺の長さの比を計算で求めよう。








正方形





黄金比でできた長方形の縦と横の長さの比を計算で求めよう。








正方形
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